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あらまし：我々は，歴史的まちなみを残す地域と連携して，住民目線の地域あんしんマップの実用化に向

けた研究を行ってきている．本研究では，紙版の地図の実用化に向けて情報表示のデザインや表示項目の

改善を行うとともに，新たにオンライン地図サービスを用いた電子版地図を作成した．地域住民および市

役所職員によるインタビュー調査を実施し，紙版地図の地域世帯への配布に向けた地図の評価と課題を明

らかにした． 
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1. はじめに 
近年，地震や豪雨などの自然災害が毎年のように

発生する状況をうけて，災害リスクを伝えるハザー

ドマップが注目されている．しかし，行政のハザー

ドマップでは，地域の細やかな危険情報までは十分

に考慮されていないことも多い．歴史的なまちなみ

を残している地方都市では，古民家や狭い小道，水

路など，ハザードマップ作成の際に基準として浮か

び上がらないところに危険があることもある．住民

一人一人が自分事としてとらえる地域の防災・減災

のためには，住民が日常生活の中で感じる危険を地

域住民の目線で浮き彫りにし，地域や行政と共有す

ることが望まれる． 
我々は，江戸時代のまちなみが残る佐賀県鹿島市

肥前浜宿をモデル地区として選定し，地域の自主防

災組織と連携しながら，ICT を活用した地域のあん

しんマップの作成を支援するステムの開発を行い，

住民目線の地域あんしんマップの実用化に向けた研

究を行ってきている(1)(2)． 
本研究では，これまで作成した紙版のあんしんマ

ップの実用化に向けて，地域住民および市役所職員

の評価を踏まえた情報表示のデザインや表示項目の

改善を行うとともに，地域住民および市役所職員に

よるインタビュー調査を実施し，地域世帯への配布

に向けた評価と課題を明らかにする．加えて，地域

を訪問する観光客への情報提供を想定して，新たに

オンライン地図サービスを用いた電子版の地域あん

しんマップの試作を行う． 
 

2. 情報提供の改善 
昨年度作成の地域あんしんマップ(2)の改善を行う． 

2.1 紙版地域あんしんマップの改善 

2020 年 7 月 17 日に，地域の自主防災に携わる方々

5 名と情報検討会を現地で実施した．A2 サイズの地

域あんしんマップとは別に，A0 サイズの現地のゼン

リン地図を取り囲み，情報収集・検討を行った．昨

年度のアンケート結果(2)を踏まえたデザインの変更

（アイコン廃止，吹き出し・写真による説明追加）

や表示項目の変更（持ち出し用品削除，緊急時連絡

先追加）に加え，令和 2 年 7 月豪雨による浸水被害

や，河川改修工事に伴う情報の追加修正も含めた情

報の改善を行った．今回の改良を反映した地域あん

しんマップを図 1 に示す． 
2.2 電子版地域あんしんマップの開発 

観光客への情報提供を想定して，合同会社ロケモ

AI が提供する LOCAMO-MAP(3)を使用した，電子版

の地域あんしんマップの試作を行った（図 2）．電子

版では，用途に合わせた情報の表示や絞り込みが可

能であり，紙版のマップよりも，多彩な情報を柔軟

に提供可能である．また，利用者による評価や利用

者同士の意見交換も可能であり，観光客目線の情報

収集や，マップそのものの評価も期待される． 
 

3. インタビュー調査による評価 
3.1 調査方法 

今回，アンケート調査ではとらえることが難しい

当事者のマップに対する具体的意見や考え方に基づ

く評価と，実用化に向けた改善点を明らかにするた

めに，インタビュー調査を実施した． 
対象者は，地域住民の代表として，この地域の歴

史的景観の保存とまちづくりに取り組んでいる

NPO 法人肥前浜宿水とまちなみの会(4)の方 2 名と，

この地域の都市計画・防災担当の鹿島市都市建設課

職員 3 名である．インタビュー項目は，あんしんマ

ップそのものあるいは取り組みに関する意見・要望，

自主防災活動とのかかわり／行政の取り組みとのか 
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図 1 改良された地域あんしんマップ（A2 版）  図 2 電子版地域あんしんマップ（試作版） 
 
かわり，地域の防災・減災についての現状と課題の

三つである． 
2021 年 3 月 18 日に，水とまちなみの会の 2 名に

対して，一人ずつ別々に，現地にて対面インタビュ

ーを実施した．インタビュー時間はそれぞれ，約 45
分と約 30 分であった．メモによる記録に加えて，了

解のもと録音を行った． 
一方，鹿島市都市建設課 3 名に対しては，2021 年

3 月 15 日に，オンライングループ会議の形式で実施

した．メモによる記録に加えて，了解のもと録画を

行った． 
3.2 地域住民への調査結果 

二人からの意見として，「行政のハザードマップよ

りも親しみやすい」，「身近に感じる」，「タイムリー

な情報更新は大変有益である」，などが挙げられた．

また，水位が急激に変化する河川の情報や，大潮の

際の大雨に注意が必要などの情報も盛り込みたいと

いう意見もあった． 
今後の課題として，対象地区の区長・民生委員の

方々に広く見ていただき，地域あんしんマップへの

関心を高めていくとともに，情報の精度向上を図る

ことや，火災への危険として密集地の表現方法や消

火栓・防火用水の追加などが挙げられた． 
3.3 市役所職員への調査結果 

職員の方からの意見として，「浜地区にフォーカス

したハザードマップの詳細版として意義がある」，

「市の提供するハザードマップの情報の整合性をし

っかりする必要がある」，「火災は人災であり，また

将来の危険度とは直接関係ないので，記録として掲

載してはどうか」，などが挙げられた． 
またマップに対する今後の課題として，避難経路

や避難のタイミングなど，災害時の避難に直結する

情報の提供が挙げられた． 
 

4. まとめと今後の課題 
本研究では，これまでの活動を通じて収集した情

報を基に作成した，A2 サイズの紙地図の地域あんし

んマップの情報提供方法の改善と，インタビュー調

査による評価を行った．昨年度のアンケート調査や，

新たな情報収集・検討活動によるマップ情報提示デ

ザインや提供内容の改善を行い，地域の代表者およ

び市役所職員へのインタビュー調査による評価を行

うともに，電子版の新たなマップの試作を行った．

その結果，地域あんしんマップの意義や有用性が確

認されるとともに，地域と連携した活動による継続

的な情報更新も評価された． 
今後は，さらに多くの地域の方々にマップに対す

る意見聴取を行い，地域と連携した情報更新を拡充

する．作成した紙版の地域あんしんマップを対象地

区の世帯への配布することを通じて，マップの認知

度向上と地域の関心を集めることを通じて，防災意

識のさらなる向上を図り，地域の安心・安全に貢献

していくことも今後の課題である． 
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